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サイエンスリンケージによる JST 事業成果分析（その１） 

 

○治部眞里・川崎美芽・國谷実 

（科学技術振興機構） 

鈴木 潤・後藤 晃 

（政策研究大学院大学） 

 

1. 背景 

 1976 年 Narin により、特許と論文のリンケージの研

究が始まって以来、約 20 年に亘り、特許から論文への参照

記載について、研究がおこなわれてきた。特許と論文の引

用関係を分析することにより、イノベーションと基礎的科学

研究との間の定量的、客観的連関を得ることができるといわ

れている。 

このような特許と論文のリンケージの分析を中心にし

て、科学研究へのファンディングのデータを関連づけること

によって、「科学技術政策、研究、技術開発という科学技術

活動の主要な側面を定量的に捉えようとする研究により、科

学技術政策の効果の測定や評価のための重要な基礎資

料が得られる」と、調らは指摘している。 

イノベーション創造を推進する独立行政法人科学技術振

興機構（以下「JST」とする）においては、中期目標上、科学

技術政策の投資効果や評価の情報発信を定めている。 

JST のようなファンディング機関が、JST 事業の投資効果

や評価について、科学論文及び特許の連関を分析するこ

とは、科学技術政策の効果や評価のための重要な基礎資

料を得ると同時に、JST に寄せられる政策的要請としては不

可欠なものと考えられる。 

そこで、JST において、事業の投資効果や評価について、

科学論文と特許との連関を分析し、可視化する評価システ

ムを構築した。 

 本稿においては、JST が過去にファンディング支援した

研究課題の成果について、論文及び特許のリンケージ等

の定量的測定を基に、分析した一例について紹介する。 

2. 分析方法 

本調査研究において使用したデータベースは、以下の

とおりである。 

論文：Thomson Scientific 社の Web of Science 

特許：Derwent Innovation Index (DII) 

  期間は、1981 年から 2008 年までのデータである。 

 論文は、Thomson Scientific 社の Web of Science か

ら、Address の中に JST と書かれたものを抽出した。た

だ、JST の英語の正式名は、Japan Science Technology 

Agency だが、研究者によっては、様々な書き方をして

いる。JST の沿革からしても少なくとも 3 つの名称が存

在するが、研究者の中には、ERATO 等ファンディングさ

れている事業制度を表記している場合もあるので、約

370 通りの JST のバリエーションがある。 

 特許に関しては、Web of Science から抽出された論

文を Derwent Innovation Index（DII）の「特許以外の

引用文献」に引用されている特許を抽出した。 

3.分析結果 

3.1 論文 

1981 年から 2008 年までに発表された JST の論文は、

合計 26,110 本、JST の論文を引用した特許公報数は 8、

436 本。その中で引用された JST 論文数は、1,789 本で

ある。 

26,110 本の論文の種類を見てみると、Article が、

23,552 本、Review が 765 本、Letter が 162 本、Note

が 88 本である。 

－525－



さらに１論文あたりの平均被引用回数は、18.62 本。

もっとも多いのが、Review で、44.85 本である。Review

は、ある特定の分野における主要な学術研究について論

じたものであるから、特定の研究分野における最近の進

展に関する信頼性が高く、バランスのとれた学術的総説

論文であること、また、専門家でない読者に情報を提供

するという視点から書かれるべきということ、以上のこ

とを鑑みると、Review の１論文あたりの平均被引用回

数が多いことは納得できる。 

JST がファンディングした研究者の論文数は、戦略的

創造事業が設立した 1981 年以降増え続けている。 

これを科学技術政策の観点からみると、第１期科学技

術基本計画中の 1999 年に論文数が 1,000 を超え、第２

期科学技術基本計画中の 2002 年に論文数が 2,000 を超

えた。第 3 期科学技術基本計画中の 2007 年、2,915 本

をピークに 2008 年は 2,765 本となっている。 

さらに、分野別1にみると、第 1 期基本計画前は、化

学の分野が多く、第１期基本計画前後から物理学の分野

が多くなっている。 

2001 年第２期基本計画が始まり、分子生物学・遺伝

学の分野、免疫学の分野の論文が増え始める。第 3期基

本計画が始まる頃には、再び物理学と化学の論文が盛り

返し、現在に至っている。 

分子生物学・遺伝学、免疫学は、ライフサイエンスの

分野と考えられるが、やはりライフサイエンスへの科学

技術関係予算の増加に起因し、論文が増加している。 

5 年間集計後、各年で分野別論文の比率をみると、

1991 年から現在に至るまで、物理学あるいは化学の論

文が多く、次に分子生物学・遺伝学の順となる。 

この期間の論文数の推移において、変化率が最も大き

かったのは、免疫学である。 

 

図１ 被引用回数の分野別比率 

 
1 分野については、Thomson Reuters 社がデータベース

“Essential Science Indicator”において定義している 22分野を使

用した。 

出 典 ： Thomson Reuters 社  Web of Science 及 び Derwent 

Innovation Index のデータに基づき、JST にて集計 

 

図 1 のように被引用回数の分野別比率も分野別重点

化が始まった第 2期基本計画あたりから、非常に多くな

っていることが分かる。分子生物学・遺伝学と合わせる

と、JST の全被引用回数の約 30%を占めていることにな

る。 

 

図 2 1 論文あたりの被引用回数 

 

出 典 ： Thomson Reuters 社  Web of Science 及 び Derwent 

Innovation Index のデータに基づき JST にて集計 

 

特に図 2のグラフにあるように、免疫学の１論文あた

りの被引用回数は、他の分野に比べて圧倒的に高く、分

子生物学・遺伝学の約 4倍となっている。 

JST がファンディングした研究者の論文のうち、被引

用回数 TOP1%に入っている論文は 596 本、TOP0.1%に入
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